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＜連絡事項＞
・とくになし。

＜入室状況＞
【転室】
・藤井 理代様～Bユニット1号室へ

・松本 文男様～Bユニット2号室へ

＜患者様連絡事項＞
・久保 興介様～6/13　9:30～青山荘　外出訓練予定。Faへ昼食代説明のTel済。送迎は病棟スタッフで行うこととなる。

・磯嶋　茜様～コムレクス点耳薬処方、毎日朝夕実施するようにと。次回受診日5/25（月）。

＜食事変更＞
・長浜 厚子様～常食、キザミ、低残渣食へ。3日全量摂取したら粗キザミへUPするとのこと。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察指示あり。開放中、スタッフに付き纏いあり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。被害妄想、不穏さなくスタッフ対面時穏やか。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察指示あり。開放中はスタッフ見守りで爪切り・歯磨き行っている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
　　　　　
・長根　瞳様～体幹のみ身体拘束中。気分の高揚さあるが不穏・興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。


＜馬渡Dr診察＞
・宮崎　宏之様～指示・処方変更なし

・木口　柊太郎様～作業療法中に準備した物品を数秒で捨てたり私物が無くなった事に対し特定患者様を犯人扱いする言動あり都度介入していた事、トラブルはなく経過していた事情報提供。コントミン中止、シクレスト1T→2Tへ処方変更あり。
本人より西病棟への移動について確認あるが、客観的評価では現状移動対象ではない事、他者の信頼を得られるようにと主治医より説明あり。

・古積　幸太様～副作用について見極める為にある程度減薬を行ってから増薬、調整していくとの事。治療方針に納得いただけないのであれば転院を検討していくよう指示あり（家族様にも説明するように）。主治医より本人にも説明している。
インチュニブ中止。

・高村　昌考様～時折高圧的な態度がある事、両下肢浮腫著明、日内変動あり日中の傾眠、動作緩慢さある事情報提供。治験について主治医より姉様へ連絡している（弟様と検討するとの返事あり）。5/26　AMに治験コーディネーターから姉様へ詳細説明、お返事いただく予定となる。転出については5/26の結果が出次第or病棟間で話し合い明日でも良いと許可ある。メマンチン、チアプリド明日から中止。他処方変更なし。

・風穴　真鼓様～一時的な拒薬はあるが促しにて服用出来ている事夜間は良眠で経過している事情報提供。週明けに問題なければ外泊訓練など退院調整を進めていくよう指示あり。レキサルティ(0.5)→(1)へ処方変更。

・三浦　郁子様～皮膚科のある総合病院への転院(五戸病院など)退院の方向性について検討の必要なのではと主治医よりお話あり。無理のない範囲で離床促すよう指示ある。

・小川　光子様～血圧低下や両下肢浮腫続いている事情報提供。点滴は1本/日へ。現場判断で中止も可。他処方変更なし。家族様へ状態報告するように（点滴は2本で施行しているが1本に減らす事や場合によっては中止する事等もお伝え）指示あり。モニター装着は現時点では不要。

・杉本　ヨシエ様～5/25介護認定調査予定である事、BP高値で経過している事情報提供。
明日よりアムロジピン(2.5)1T追加処方あり。

・杉本　文男様～5/20訪問調査あった事情報提供。指示・処方変更なし。退院支援継続。

・小笠原　正一様～本人より体調は悪くない、尿問題も調子いい、自分でトイレに行けていると訴えあり。独居の為、自宅退院ではなく施設になる事説明には了承されている。
処方変更なし。

＜田名部Dr診察＞
・長瀬　さつ様～南病棟へ転出許可あり。

・小林　容子様～南病棟へ転出許可あり。

・久保　興介様～西病棟へ転出許可あり。

[bookmark: _GoBack]他処方変更や指示の追加等なし。


＜入院患者様情報＞
日　　時：令和8年5月21日　13:00
　氏　　名：高原　廣司様（たかはら　ひろじ）様
　生年月日：昭和19年1月27日(82歳)
　病　　名：脳血管性認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞　
　　R5年脊柱管狭窄症にて八戸市立市民病院で手術を施行し、リハビリ目的にて三戸中央病院整形外科へ転院。その際、ナースコールを首に巻きつける行為がありメンタルヘルス科介入、適応障害の診断にて薬物療法開始。R8年4月末より拒薬、介護抵抗がみられるようになり、妻が本人の介護のために体にふれると怒り、妻をつねったり指を強くつかんだりする。デイサービスでも拒否ありスタッフへ手をあげてしまうため、利用を断られている。同様に、ショートステイも断られている。食事、水分は摂取できている。メンタルヘルス科の薬は食事に混ぜて何とか服用させているが、他科の薬は現在一切服用できていない。上記の状態になる以前は、見当識も保たれていたとのこと。易怒性、介護拒否から対応困難となっており、入院治療を希望。易怒性、介護拒否等の精神症状が改善し、退院時に現在の介護量とあまり変わらない状態の場合には、妻は自宅退院を希望。
